
夏休みの部活動等の大会結果 

どの部活動も３年生を中心に暑

い中、活動を続けて各大会でその

成果を発揮したと思います。個人

情報の保護で個人名を掲載するこ

とは控えますが、各部活動の結果

を紹介したいと思います。 【筑前地区大会での男子バレーボール部】 

運動部は、２年生を中心に新チームでの活動になってい

ると思います。また、文化部の中には、本校の文化発表会の

他に、１１月９日（日）のプラムカルコアで行われる筑紫地

区中学校文化連盟による総合文化祭に参加する部活動も

あると思いますので頑張ってほしいと思います。                         【表  部活動の結果】 

地域貢献活動 

夏休みは各地域で夏祭りなどの行事

が行われました。準備や後片付けの他、

ステージ出演や放送での進行、出店で

のお客さんへの対応やゴミステーション

でのゴミ捨ての呼びかけなど様々な箇所で自分の役割を果たしている姿を見て感心しました。地域の方からも

「中学生が手伝ってくれて本当に助かっていますよ。」という感想をうかがって嬉しかったです。 

夏休みの先生たちの研修 

教師の主体的に学び続ける姿は、生徒にとってよいロールモデルに

なるそうです。そこで、猛暑の中で勉強が大変だったのは生徒の皆さん

だけではなく先生たちも同じだったということをご紹介します。 

７月２３日（水）は午後から国分小にて、学業院中ブロックの小中学

校の先生全員が集まって、本校のスクールソーシャルワーカー・柴田真

生先生を招いて、講話と演習を行いました。スクールソーシャルワーカー

の役割を学び、学校生活の中で困りごとを抱えている児童・生徒につい

て、どのような対応をしているか小中学校の先生が意見交換をしました。         【校内研修の様子】 

また、８月５日（火）の午前中は、本校のスクールカウンセラー・上野麻希先生を講師に迎えて、カウンセリン

グマインドについて先生たち同士が役割演技をしたり、意見交換をしたりしました。特に参考になったことは、

「共感」することでした。共感しながら話を聴くことで相手は話しやすくなるということでした。先日ＴＶ番組で脳

科学者の澤口俊之先生が「『褒めて育てる』は逆効果にもある。それよりも、一緒になって喜んだり、悲しんだ

り、悔しがったりすることが相手を成長させる上で効果的だ」と話をされて同じだなと感じました。 

後半は徳洲会病院の先生方を招いて、食物アレルギーへの対応やエピペンの使用等について講話を聴きま

した。知らないことも多く、先生方からも積極的に質問があがっていました。 
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１００日効果 

東京大学の池谷裕二教授によると図のように、努力は直

線で，成長は曲線で表すことができます。つまり，努力したら

すぐに結果があらわれるわけではありませんが，同じことを

何度も何度も繰り返してやっていると，ある日突然できること

があります。例えば、自転車に乗れたりとか，かけ算の九九

が覚えられたりという経験です。これをブレークスルー（突破

口）と言います。これに出会うには，１００日や１００回がめや

すです。（もちろん効果には個人差があります。）それまでは

「もうだめ、やめよう」という気持ちになるかもしれませんが、

ブレークスルーまでガマンして続けることが大切ですね。      【図 縦軸：努力と結果の量 横軸：時間】 

９月の学校行事 

９月１日（月）部活動中止、放課後学習会、定時退庁日 

９月２日（火）・３日（水）部活動中止、放課後学習会 

９月４日（木）・５日（金）前期期末考査  ※４日は部活動中止、５日は放課後より部活動再開 

９月１１日（木）生徒会選挙立会演説会・投票 

９月１２日（金）選挙結果発表、学校運営協議会 

９月１８日（木）～２０日（土）１年生自然教室（福岡市海の中道青少年海の家） 

９月１８日（木）・１９日（金）２年生職場体験学習 

９月２２日（月）１年生振替休業日 

９月２４日（水）・２５日（木）小中合同あいさつ運動 

９月２９日（月）部長会・専門委員会 

９月３０日（火）３年生学力診断テスト 


